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   日ごろは議会活動に多大なるご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとう 

  ございます。１月 18 日の北部会場を皮切りに全５会場で議会報告会を開催する 

  ことができました。地元の役員様のお力添えで、146 人にのぼる多くの方にご出 

  席を賜りましたこと、心から感謝を申し上げます。 

   また、各会場での懇談会は、グループでの意見交換をさせていただきました。 

  大変活溌な議論と、たくさんのご意見やご質問をいただきました。町に対する住 

民の思いや地元の要望などを身近に知ることができ、あたらめて町の行政を質
ただ

し 

ていく思いを強くすることができました。 

   今回、皆様からお寄せいただいたご質問やご要望に関しまして、所管課へ伝え 

  ると共に、今後の議会・議員活動に活かして参ります。 

   議会報告会のまとめを編集させていただきましたので、ぜひご覧いただき、今 

  後の議会活動へのご理解を深めていただければ幸いに存じます。 

   今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

                          議会議長 白鳥 金次 
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第１９回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（北部会場） 

日  時 令和８年１月１８日（日）午後６時３０分から午後８時３０分まで 

場  所 すがかわふれあいセンター 

参加人数 住民参加者１７人 議員１１人 事務局 1人 

地元 

協力団体 
 

議員 

役割分担 

総括責任者 徳竹栄子  

司会進行  徳竹栄子 

記録者   小林克彦 

出席議員 畔上恵子・志鷹慎吾・塚田一男・湯本るり子・徳竹栄子 

     高田佳久・渡辺正男・湯本晴彦・山本光俊・小林克彦・小田孝志 

     白鳥金次 （出席者に〇印） 

次第 

(担当者) 

1.開会  司会者 徳竹 栄子 

2.あいさつ  

 （1）主催者    白鳥金次 

 （2）共催者代表  須賀川区長 布施谷裕泉 

3.報告事項 

 （1）議会常任委員会報告 

   ①予算決算審査委員会    小田孝志 

   ②総務産業常任委員会    湯本るり子 

   ③社会文教常任委員会    髙田佳久 

   ④広報常任委員会      志鷹慎吾 

   ⑤議会運営委員会（活性化） 湯本晴彦 

 （2）質 疑 

4.班別意見交換会 

  第１班 司会 小林克彦 記録 湯本るり子 

  第２班 司会 徳竹栄子 記録 志鷹慎吾 

  第３班 司会 髙田佳久 記録 畔上恵子 

5.班別意見発表 

6.閉会  司会者 徳竹栄子 

報告事項へ

の質疑 

質問：白沢林道の整備は少し良くなったが、常に通行可能にしていただきたい。 

回答：ご意見は伺いましたので担当課に伝えます。 

質問：須賀川の竹細工は県指定伝統工芸品ではあるが、町の担当課が明確でない

ことまた、竹細工を実際に継承している団体への支援をすべきではないか。 

回答：ご意見は承りました。 

質問：長電バスの菅寒沢線が秋に廃止になると聞くが、その後はどのようになる

のか。 

回答：公共交通山ノ内部会で検討することとなります。 

質問：選挙公約はホームページ等に残すべきではないか。 

回答：ご意見は承りました。 

質問：議会ホームページの議員紹介欄の更新はされないのか。 

回答：ご意見は承りました。 

意見交換会

での 

質問と回答 

 第１班 

 別紙 

 第２班 

 別紙 

 第３班 

 別紙 

 第４班 

 別紙 



令和８年１月１８日（日）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 湯本 るり子 

出た質問 対応した場合の回答内容 

 

○町の後期基本計画に意見を出したが反映されなかった。後期基本計

画の趣旨として、脱炭素社会の実現を目指すとか、３年前、名古屋

から須賀川に移住してきたが、須賀川の人は、ここは自然がいいと

か、食べ物がおいしいとか、言っている。いいものを起こすことは

大事なことではないか問題ばかりあげつらっている感じがする。 

 

○人口減少はここだけじゃない、山ノ内町はどうするのか具体策がな

い。 

 

○後期基本計画策定に参加している委員さんからの発言「分科会で話

し合ってきているが、問題点を出すだけではダメだと思う。」 

 

○７ページに町行政とまちづくり観光局との業務分掌それに伴う費

用を明確化するとあるが、15 ページのふるさと寄付金充当額につ

いて、まちづくり観光局活動支援補助金 2300 万円は、多すぎない

か、トップセールスでお金を使っているのではないかと思ってしま

う。観光局の理事長としてか、町長としていっているのか。 

 

○昨年は各世帯に燃料券が出たが、今年はどうなのか寒い冬が終わっ

てしまう。町民ファーストでやってほしい。 

 

○学校統合について、いつ着工するのか、こどもの人数が減るのに 30

億近くかけて本当に造るのか。 

 

○除雪機の補助金がないのはどういうことか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2 年間申請が少なかったの

で今年は予算ゼロになりま

した。 

 

  



令和８年１月１８日（日）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：  志鷹慎吾 

出た質問 対応した場合の回答内容 

○こども海外留学支援補助金について 

・使い方が偏っていないか 

・もっと多くのこどもに使ってほしい 

○教育条件の整備について 

・「おやまのおうち」は園児が多いが、「すがかわ保育園」は少ない

ので見習ってはどうか 

・２つの園を一緒になることは難しいのか 

・保育園をもっと魅力的にして“通わせたい園“にしてほしい 

・とがった教育も必要では 

・未満児の対応を充実してほしい 

・園の先生の数は足りているのか 

○給食費について 

・無償にできないのか 

・ふるさと納税を給食費に使えないのか 

○高齢者の住環境について 

・住みやすい環境をもっと整えてほしい 

・現在の楽ちんバスでは不十分 

・バス 1台では南部と取り合いになる 

・診療所があるのに使えてない(金曜日のみ) 

・観光の町なのに外部の方は乗れないのはどうなの 

・高校生が通学できるバスがない 

・車のない高齢者が買い物をもっと身近にできるように 

・すがかわの中だけで回せないのか 

・こどもと高齢者が住みやすい環境づくりをもっとしてほしい 

○議員について 

・議員から行政へはどのように要望を出すのか 

・一般質問の内容がダブってはいないか 

・直接行政に聞けないのか 

○上林案内所について 

・なぜあんなに高額なのか 

○地区の清掃について 

・瓶など仕分けする際に、個人情報が分かってしまう 

・もっと分類分けをしてはどうか 

○DX化について 

・いいことも多いが、もっとスマホ対応を充実してほしい 

・行政への質問や意見などをスマホで聞けるような環境を 

・DX化で便利な反面、高齢者は使えない。紙媒体がいい 

 

 

 

 

 

 

・公立と民間なので難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・区長から行政に出すのと

議員から担当課、議員から

政策提言として一般質問

を通じて出すのとある 

・水回り（トイレ）や寒冷

地仕様など 

 

 

 

  



令和８年１月１８日（日） 会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部（該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：畔上恵子        

出た質問 対応した場合の回答内容 

○行政側からの申し入れについて、とても違和感を感じた。 

過去の議会でもあった事、町長自身も身を正してから申し入れを

するべき。 

○ハラスメントについて、町長自身もパワハラしているのではない

か。 

 

○特別顧問に就任しているが辞めてほしい。町民は「自分の仕事に有

利になるようにしているのではないか」と不信感を持っている。そ

う疑われても仕方ない行動をとっている。 

・もっと住民のために働いてほしい。 

○こども海外留学支援補助金の今後はどうなるのか。 

 

   

 

・要綱について変更などはあるのか。 

 

 

 

・制度の組み立てに問題があるのではないか。 

 

 

○人口減少は当町だけの問題ではないが、住みたい町にしていかなけ

ればならないと感じている。発信不足が要因にあるのではないか。 

 

○「須賀川の竹細工」を町の伝統文化として残してほしい（戸隠と一

緒にくくられているのは違和感がある）。 

 

・担当課が分かりづらい。 

 

○空き家の利活用で民泊物件が２件あるが、迷惑行為や一般ごみの問

題が心配。 

 

○除雪機の予算について 

 

 

 

○燃料代の補助はないのか。 

 

 

・書籍については行政側に伝

えている。 

 

・議会から行政側へ、ハラス

メントアンケート実施を要

望したが「やらない」との

回答。 

・議会内でも協議している。 

 

 

 

・令和７年度予算は上限 500

万円で２人分の 1000 万円

計上されている。 

・要綱に変更はない。 

・個々の議員の考えも行政側

に伝えている。 

 

・現在、協議中。 

 

 

・行政は外向けの発信は十分

おこなっている。 

 

・提案として、竹細工の団体

との懇談会を是非やっても

らいたい。 

・経済振興課が担当。 

 

・一般のごみとして１日 150

㎏までは OK。 

 

・令和６年度は申請件数が少

なく一度ストップがかかっ

た。 

 

・町道など除雪支援の中で出

る補助はある。 

 

  



第１９回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（南部会場） 

日  時 令和８年１月２４日（土）午後１５時００分から午後１７時０５分まで 

場  所 ほなみふれあいセンター 

参加人数 住民参加者３８人 議員１１人 事務局 1人 

地元 

協力団体 
南部協議会、南部公民館 

議員 

役割分担 

総括責任者 湯本るり子  

司会進行  湯本るり子  

記録者   湯本晴彦   

出席議員 畔上恵子・志鷹慎吾・塚田一男・湯本るり子・高田佳久 

渡辺正男・湯本晴彦・山本光俊・小林克彦・小田孝志・白鳥金次  

次第 

(担当者) 

1.開会  司会者 湯本るり子 

2.あいさつ  

 （1）主催者   議長     白鳥金次 

 （2）共催者代表 南部協議会長 佐藤忠夫 

3.報告事項 

 （1）議会常任委員会報告 

   ①予算決算審査委員会 小田孝志 

   ②総務産業常任委員会 山本光俊 

   ③社会文教常任委員会 畔上恵子 

   ④広報常任委員会   渡辺正男 

   ⑤議会運営委員会（活性化） 湯本晴彦 

 （2）質 疑 

4.班別意見交換会 

  第１班 司会 白鳥金次  記録 山本光俊 

  第２班 司会 湯本るり子 記録 渡辺正男 

  第３班 司会 小林克彦  記録 小田孝志 

  第４班 司会 畔上恵子  記録 湯本晴彦 

5.班別意見発表 

6.閉会  司会者 湯本るり子  

報告事項へ

の質疑 

 

質問：ハラスメントの研修とは何をやったのか。 

回答：町村議長会で薦めているオンラインで 1時間 30分ほどの研修をおこな

った。 

 

意見交換会

での 

質問と回答 

 第１班 

 別紙 

 第２班 

 別紙 

 第３班 

 別紙 

 第４班 

 別紙 

 

 

  



令和 8年 1月２４日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：山本光俊        

出た質問 対応した場合の回答内容 

〇町長の PCGの特別顧問の件で特に権限はないが意見はできる。責任

はないかもしれないが、民間企業に対してやってよいのか。 

・報告会資料を見ても、もっと町の問題の対応に力を入れてほしい 

・町ではグローバル化を優先しすぎているように感じる。今向き合う

べきは町内のことなのかなという気がしてしょうがない。 

・町長が立場上こういった民間会社に対して他にも就任していった

ら裏金問題のような疑惑をどなたでも思うんじゃないか。 

〇脱炭素を盛んに言っているが、いろいろなものが変化して、いいリ

ンゴができなくなってきているのは温暖化の影響だと感じている。 

○ある程度間伐し更新しながら、また花粉のでない杉に切り替えてい

くのか、その他に山の造林し直して行くことで災害を起こさない方

向をとれるのか、そういうのを含めた開発なのか、その辺はどうか。 

○森林組合員も昔に比べると少なくなっている。作業する人が不足す

ると山の利活用が先細りする。持続できるような体制作りが必要。 

〇観光局になったら霊園を住民税務課に動かしたが、墓地はお寺とか

昭和 25 年に許可を受けた人達や社団法人の公社が持てるとしか法

律ではうたっていない。それが今の課に移して管理なんかできるの

か。今のやり方がでたらめと言っては何だが、極端すぎるやり方だ

と感じる。 

・理事長も町長が兼ねていいのか、町のことをしっかりやるべき。 

〇今年度も防災訓練がおこなわれたが、今までとやり方が変わった。

ああいったやり方で良かったのか。今年また同じことをやるなら

ば、出席は見合わせるぐらいの気持ちでみんな帰っていった。 

〇議員定数について、これから人口減少が続く中で昔と状況が変わっ

てきていると感じる。地元選出の議員がいなくても特に不便に感じ

ない。今１４人定員で欠員があって１３人だが、議員の中ではどん

な議論をされているか。任期もあと１年ほどだが、その辺の答えが

次回の選挙に反映されるのか、持越しされるのか。単純に減らせと

いう意味ではなくそれぞれの議員の活動を見ると適正な人数とは

どうなのか、また議員のなり手不足という課題もある中で、協議し

結論を出していただきたい。 

・議員になる人が就職するような感覚でなるのは間違っている。要は

人口減だけではなく町内の面積がどうなっているか、面積が同じで

動かしていくには人の数だけで決めていいのかというのがある。 

・議員報酬だが、今のご時世賃上げは現在の報酬が高いとは決して思

わない。上げてもいいと思うが、議員報酬のために議員になるんじ

ゃないと立候補する人はまずそこから考えてほしい。 

〇菅線が廃止される予定だがどう対応するのか。 

・このように考える方は他にもい

る。実際に投書もいただいた。

議会運営委員会(活性化)でも協

議をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・議長諮問ということで議員の定

数および報酬について議会で検

討するようにと提案している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後協議する予定。 

 

 

 



令和８年１月２４日（土）    会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：渡辺正男        

出た質問 対応した場合の回答内容 

○管外視察先で 15 年間も農地使えなくて問題はなかったのか（中間

機構に預けてしまうと使えなくなる） 

 

 

○山新田は以前に基盤整備をした。南部には対象となるような地区は

残っていないのでは。 

 

○勤め先があった時代は人口も維持できていたのだが・・・ 

 

○農道が狭い・・・ 

 

○「地域で話し合って」では進んでいかない。行政の推し進める力が

大事。後継者不足対策も行政のリーダーシップを。 

 

○電柵も、共同では難しい。個人で対応するしかない。髙山村の補助

金（管理道路）はスゴイ。 

 

・サルは出てこなくなった。 

 

・でも、クマだけは・・・。ドローンで対策は。 

 

・サーモセンサー付きのドローンはどうか。 

 

・町職員がワナの免許を。 

 

○土手の草刈りを請け負ってくれる人たちはいないか。 

 

○水路の維持・改修が進んでいない。 

 

○遊休荒廃農地借りたら多額の補助金を。 

 

○教員住宅の活用を。 

 

○児童手当、こどもが大きくなると少なくなる。何とかならないか。 

 

○重点支援地方交付金の使い道について、議会では話し合ったのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福井県でみてきた有害鳥

獣対策のドローンは、サツ

マイモ畑で、空から見つけ

られるが、ブドウやリンゴ

の畑では難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回は、議会全員協議会で

説明を受け、議論した 

 

 



令和８年１月２４日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：小田孝志 

出た質問 対応した場合の回答内容 

○人口減少問題について、過疎地になっているなと感じる。なり手不

足、担い手不足、祭りやイベント、公民館活動も出来なくなってき

ている。一方首都圏では一極集中で人口が増えている。首都圏から

の移住を促す良いアイディアがないものか。 

 

 

○小学校が統合されるが、中野市が経済圏となっている。生徒も数が

多いところで学ばせたほうが、刺激を受けメリットを感じる。マク

ロでとらえていく必要性を感じる。 

 

 

○人口の増減は。 

 

 

 

○町の高齢化率は。 

 

○コロナ禍以来、横のつながりが無くなった。何かをやる必要性を感

じ、昨年は行政から補助金をいただき嶽心荘でコンサートを催し

た。 

 来年度は佐野遺跡指定 50 周年となることから、記念イベントを考

えている。佐野区での対応となるが、国の遺跡でもあり、行政で盛

り上げてほしい。 

・移住者への補助金制度は結

構充実している。 

・広域での婚活イベントをお

こなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

・毎年 200 人程減っている。

昨今では移住者は増えてい

る。 

 

・42％です。 

 

・議会としても検討します。 

 

 



令和８年１月２４日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：湯本晴彦 

出た質問 対応した場合の回答内容 

○ 穂波の側溝整備を 3年でやると言っていたが、3年で半分しかで

きていない。地元負担が 15％あるので、毎年 15％の予算を計上

しているし、区民からももらっている。予算がないのは分かる

が、やるなら一気にやってほしいし、やれないなら 3年でやると

言わないでほしい。 

○ 小学校 1校統合で、南部からは歩いていく場合、栄橋から先が狭

い。観光客も多いし、冬はつるつるしている。通学路の問題を早

く着手すべきだ。 

○ 有害鳥獣の処理するところが狭い。増やすなどの検討を。また処

理した有害鳥獣をジビエなどに活用するなど考えてほしい。 

○ 南部では都会からお医者さんが移住してきて開業している。空き

家対策になった。 

○ 山ノ内の財政難の根本原因は何か。どんどん山ノ内から人が出て

いく。先を見据えた予算づくりを考えてほしい。 

○ インフラ整備に金をかけてほしい。道路が傷んでいる。 

○ 町でアピールできるものが欲しい。やまびこ広場は行かない。行

かないところを整備しても意味がない。小布施はみんなで景観づ

くりに取り組んでいる。PRをもっと上手に。 

○ 若い世代がいない。消防に入る人もいない。活動は改善したがま

だまだ。全体的に人手不足やなり手不足になっている。区の役も

やる人もいないし、やっている人が難儀になっている。 

○ 不要な事業を精査すべき。固定資産税の減免申請は、区長が毎年

同じ書類を出さなければいけない。変更あったら出すというので

はダメか。毎年同じことやるのではなく、省略の方へ検討を。 

○ マイナンバーカードは任意なのに強制なのか。高齢者は更新して

いくのは大変。こどもも写真認証いるのか。 

○ 町長は外に行ってばかりでなく、中をまず固めるべき。議員も議

員報酬を上げてもっと働いてもらうべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・少子高齢化で、民生費が

上がっていき、人口が

減っていくという構造

的な問題がある。 

 

 

 



第１９回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（東部上会場） 

日  時 令和８年１月２６日（月）午後１８時３０分から午後２０時４０分まで 

場  所 和合会館 

参加人数 住民参加者３０人 議員１３人 事務局 1人 

地元 

協力団体 
沓野区、沓野組、渋湯組、横湯組 

議員 

役割分担 

総括責任者 山本光俊 

司会進行 山本光俊  

記録者 小林仁  

出席議員 畔上恵子・小林仁・志鷹慎吾・塚田一男・湯本るり子・徳竹栄子 

     高田佳久・渡辺正男・湯本晴彦・山本光俊・小林克彦・小田孝志 

     白鳥金次  

次第 

(担当者) 

1.開会  司会者 山本光俊 

2.あいさつ  

 （1）主催者   議長   白鳥金次  

 （2）共催者代表 沓野区長 望月福一 

3.報告事項 

 （1）議会常任委員会報告 

   ①予算決算審査委員会    徳竹栄子 

   ②総務産業常任委員会    徳竹栄子 

   ③社会文教常任委員会    塚田一男 

   ④広報常任委員会      畔上恵子 

   ⑤議会運営委員会（活性化） 渡辺正男 

 （2）質 疑 

4.班別意見交換会 

  第１班 司会 山本光俊  記録 髙田佳久 

  第２班 司会 湯本晴彦  記録 志鷹慎吾 

  第３班 司会 小林 仁  記録 畔上恵子 

  第４班 司会 塚田一男  記録 小田孝志 

5.班別意見発表 

6.閉会  司会者 山本光俊 

報告事項へ

の質疑 

 

○除雪基準や内容をきちんとその地区にあった内容にしてほしい。 

○議員と町の利益相反についてルールや対応を。 

 

 

意見交換会

での 

質問と回答 

 第１班 

 別紙 

 第２班 

 別紙 

 第３班 

 別紙 

 第４班 

 別紙 

 

 

 

 

 



令和８年１月２６日（月）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：髙田佳久        

出た質問 対応した場合の回答内容 

○防犯カメラの設置 

・防犯カメラが少なすぎるので、行政で積極的に設置の取り組みをし

てほしい。 

・防犯カメラは、除雪でもモニタリングに活用できると思うし、行方

不明の捜索にも役立つので設置を考えてほしい。 

・湯田中駅にあるカメラを防犯カメラとして活用を検討してほしい。

草津町では活用していると聞いている。またモザイクを入れられる

機能もあるので検討してもらいたい。 

・WiFiの設置など環境整備を。 

 

○DX推進 

・デジタル配信をもっと活用し、高齢化がすすむ中、配布物などの軽

減をはかってもらいたい。 

 

○除雪体制の強化 

・除雪路線で一度除雪しても不十分な場合があり、地域住民による除

雪をおこないたいがやってもいいのか。また住民による除雪に対し

燃料補助があるなど、情報発信をしてもらいたい。 

・スノーモンキーを見に来る外国人観光客などは、歩道除雪が実施さ

れていないと車道を歩くため、大変危険と感じる。観光立町として

は歩道除雪をやってもらいたい。 

・オーバーツーリズム対策として、上林への迂回路となる沓野の農道

除雪を実施してもらいたい。 

 

○防災訓練のあり方 

・沓野組は組織活動の確認はできたが、災害時の行動を住民により分

かるように周知してもらいたい。 

・防災訓練は、もっと早い段階で地域と行政で協議をすすめて、実施

してもらいたい。 

・自主防災組織の役員だけでなく、こどもにもわかりやすく、ゲーム

感覚で実施できるなど、住民を巻き込んで防災意識の向上をはかっ

てもらいたい。 

・山林火災が全国でも発生しているなど、火事の危険性が高っている

が、渋地区は道路が狭いため、消防車両が入れない。どういった対

応となるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・除雪車両が入れいない道

路は、住民に協力しても

らっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・岳南広域消防では、十分

地域を把握しているた

め、対応も確立してい

る。 

  



令和８年１月２６日（月）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 志鷹慎吾   

出た質問 対応した場合の回答内容 

○オーバーツーリズムについて 

・野猿公苑に集中している 

・野猿公苑は正月にキャパオーバーして、寒い中行列を成した 

・スキー場などにもバランスよく観光するような対策を 

・女性トイレが少ない 

・同じアプリを使用しているので、飲食店に集中したり、営業時間外

に来ることもある 

・町オリジナルのアプリを制作して細やかな情報発信をしてみては 

・観光客に優しく、そして大切にしてほしい 

○除雪について 

・除雪が不十分だった 

・業者にもっとしっかりやってもらいたい 

○有害鳥獣対策について 

・引き続きしっかりやっていただきたい 

○子育てについて 

・山村留学など木などの資産を活かしてやってほしい 

○湯田中駅周辺について 

・大きめの送迎車が多いのでスペースを有効活用してほしい 

・町中に遊歩道が欲しい 

・大きなケースを引きずっている。スムーズな歩道を 

・タクシーが少なく、料金が高いのでライドシェアを考えてほしい 

○志賀高原スキー場について 

・トイレが少ない、汚い、寒い、小さい 

・修学旅行生は和式でのトイレはできない子が多い 

・バス停の暴風雪対策を 

・ホテルオーナーが変わり、サービスが低下した 

・日本の個人客のことも考えてほしい(インバウンドに偏りすぎ) 

・白馬や野沢と比べて、建物やリフトなどの古さが目立つ 

・志賀高原の雪は最高質→ポテンシャルが高い(ブランド化) 

・ゲレンデの連携(連絡)が取れていない 

・外国人は路上スキーをしている 

・人手不足でリフトを動かせない 

・真剣にみんなで取り組んでいかなければならない 

○宿泊税について 

・宿泊税 200円～は安い、もっと上げていいのでは 

・全体の施設が古くなっている 

・みんな資金がなく困っているので行政も設備投資をしてほしい 

・有料トイレをつくっては(お金を払ってでも入りたいトイレ) 

○人口減少について 

・星川ではお助け隊なるものがある(共助が大切) 

・空き家をしっかり活用してほしい 

○住民・観光客・そしてそこで働く人を大切にすることで山ノ内は住

みたくなる町になるのでは 

・民間企業が制限をした日があ

った 

 

 

 

 

 

・混雑状況などタイムリーに把

握できるといい 

 

・1 月 3 日は業者の勘違いだっ

た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国でも補助金を出している 

・日本の雪は世界からみても珍

しい、とても良質 

 

 

 

・宿泊税の使い道を行政と考え

ていく 

 

 

 



 

令和８年１月２６日（月）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：畔上恵子        

出た質問 対応した場合の回答内容 

○行政が開示した資料で、町議会議員が関係する事業者への支払いが

確認された。こうした場合、議員が監査委員をつとめていたケース

について、町議会としての判断基準や対応ルールはあるか。町と金

銭関係のある団体から政治資金を受けている議員が、同時に町から

補助金を受け取る団体の代表を務める場合、利益相反は議会として

どのように管理・説明する仕組みになっているか。 

 

○若い女性が起業できるような環境づくりが大事ではないか。 

 

 

○除雪について、上林の除雪がされなかった理由は何か。 

 

 

 

 

 

○統合によって発生する空き校舎の利活用や資産の有効利用を、地域

と学校が協力して検討してほしい。また、住民も楽しめるような形

でお願いしたい。 

 

 

 

 

○山ノ内町の食文化（須賀川そば）や竹細工などの伝統文化を継承し

ていくことも重要ではないか。 

 

○予算の組み方について 

・森林整備など計画的に伐採していく必要があるのではないか。 

 

○プロスキーヤーが活躍できる町にしていったらよいのではないか。 

 

○上林総合案内所の開所時間が短いためトイレの使用ができなくな

るので、時間の延長を検討してほしい。 

 

○若い人たちが議会報告会に参加できる工夫をしてほしい。 

 

・ここでは回答が難しいた

め、精査した上で対応する。 

 

 

 

 

 

・行政としても補助制度があ

り推進はしている。 

 

・業者が時間を決めて除雪を

しているが、今回業者の手

違いがあった。すぐ改善す

る対応を建設水道課へ依頼

した。 

 

・学校づくり準備委員会で

様々な視点で検討してい

る。教育委員会や議会でも

信濃町の学校を視察し参考

としている。 

 

 

・関係所管と相談し推進でき

ればと考える。 

 

 

 

 

 

 

・所管にお伝えする。 

 

 

・議会で検討をさらにしてい

く。 

 

 

 

 



 

令和８年１月２６日（月）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：小田孝志 

出た質問 対応した場合の回答内容 

○農道の除雪を要望します。 

 場所は、農道から上林のチェーンベースに抜ける道路。 

（理由）○昨今、周辺には観光客が多く、道路が混雑している。 

    ○緊急時の対応として必要である。 

 

○「友野商店スタンド」周辺の歩道除雪をしっかりおこなってほしい。 

 以前、要望したときは除雪していた。 

（理由）○観光客が増えており、危険である。 

 

○有害鳥獣対策について、農地だけでなく観光地にも被害が出てい

る。 

観光地には被害状況の資料（数字的なデータ）がないため、まずデ

ータを取り被害の現状を把握してほしい。そして必要な対策を取っ

ていただきたい。 

 

○防犯について、AI 付きの防犯カメラを検討したいが、高額のため

良い方法はないか。 

 

○渋湯組では、100年も前から当番制で夜警をおこなっている。最近

では高齢化もあり、継続が困難になってきている。先日テレビで、

大洗行政では AI 付きの防犯カメラを設置したのを見た。これは便

利だと思ったが、1000万と高額である。何とかならないか。 

 

 

 

○この報告会は、地元の役員になったから来ているしこういうことが

あるのを知った。もっと若い人や女性の意見が集まるような方法を

考えてほしい。 

 

○今回の交付金事業では商品券を配布するということだが、町内では

使える店がなく、せめて中野市で使えるものか現金でいただきた

い。 

 

○志賀ワンツーから上の道路は、狭いうえに勾配が急でカーブになっ

ており危険である。拡幅を要望したい。 

 

○せきや旅館から上の道路は町道になっていないので町道となるよ

う要望したい。 

・議会で協議して、行政に要

望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・行政も防犯について検討

している。 

 

・コミュニティ助成事業補

助金で最高 250 万円の補

助があるが、その他の補助

金の可能性も含めて、地元

の要望として行政に相談

してはいかがか。 

 

・広報の方法も含めて、議会

で検討する。 

 

 

・地元の商店の活性化策で

もあり、商工会に委託して

いる。 

 

・県に要望は出している。 

 

 

 

 

 



第１９回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（東部下会場） 

日  時 令和８年１月３０日（金）午後１８時３０分から午後２０時３８分まで 

場  所 文化センター 

参加人数 住民参加者２７人 議員１１人 事務局 1人 

地元 

協力団体 
湯田中区、上条区 

議員 

役割分担 

総括責任者 志鷹慎吾 

司会進行 志鷹慎吾 

記録者 髙田佳久 

出席議員 畔上恵子・小林仁・志鷹慎吾・塚田一男・湯本るり子・徳竹栄子 

     高田佳久・渡辺正男・湯本晴彦・小田孝志白鳥金次  

次第 

(担当者) 

1.開会  司会者 志鷹慎吾 

2.あいさつ  

 （1）主催者   議長   白鳥金次 

 （2）共催者代表 上条区長 滝澤 敏 

3.報告事項 

 （1）議会常任委員会報告 

   ①予算決算審査委員会    徳竹栄子 

   ②総務産業常任委員会    小林 仁 

   ③社会文教常任委員会    渡辺正男 

   ④広報常任委員会      湯本るり子 

   ⑤議会運営委員会（活性化） 畔上恵子 

 （2）質 疑 

4.班別意見交換会 

  第１班 司会 髙田佳久  記録 渡辺正男 

  第２班 司会 志鷹慎吾  記録 塚田一男 

  第３班 司会 小田孝志  記録 徳竹栄子 

  第４班 司会 湯本晴彦  記録 小林 仁 

5.班別意見発表 

6.閉会  司会者 志鷹慎吾 

報告事項へ

の質疑 

 

なし 

 

 

意見交換会

での 

質問と回答 

 第１班 

 別紙 

 第２班 

 別紙 

 第３班 

 別紙 

 第４班 

 別紙 

 

  



令和８年１月３０日（金）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部（該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：渡辺正男        

出た質問 対応した場合の回答内容 

○今の猟友会員は、ベテランハンターばかりで、将来いなくなってし

まう。話し合ってもなかなか結果は出ない。ガバメントハンターは

必要で、賛成。駆除には会員数が圧倒的に足りない。消防団並みに

「自分の地域は自分で守る」くらいにするかガバメントハンターの

導入を。 

 

○クマは須賀川が多いのかな。 

 

○消防団の定数を減らして。なり手がいない。団員は 30 代ばかりで

二回り目。頼みに行っても断られる。外国人の方にも頼んで、とは

思うが、他の町の話を聞くと、火事場では不安も・・・。 

 

○外国人が全体的に増え、小学校も外国人のこどもたちが増えてい

る。 

 

 

 

○移住してきた人で区費を払ってくれない人がいる。 

 

○町の不動産屋さんが 1社独占状態は問題。 

 

○小学校の後利用の検討を。上林のグラウンド、テニスコートは毎年

700万円くらい赤字と聞く。地主さんに返して学校のグラウンドを

活用したらどうか。 

 

○人口が減ると、今までと同じことが続けられなくなってくるので

は。勤める場所がなければこどもたちも帰ってこない。 

 

○廃校後の学校を活用して各種のイベントを。 

 

○町全体に言えることだが、トイレが少ない、古い、汚い、開いてい

る時間が短いなどの問題がある。外国人観光客が増えている中で、

トイレ環境は改善が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町の外国人は季節によっ

て、300 人から 500 人で推

移している 

 

 

・区費は強制できない 

 

・民間のことなので難しい 

 

・上林グラウンドは整備計画

がない。要望はしている 

 

 

・働く場所はあるが、業種と

しての選択肢が少ない 

 

 

 



令和８年１月３０日（金）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 塚田 一男    

出た質問 対応した場合の回答内容 

○自治会は任意団体、自治会の負担軽減が必要。移住問題もあり、地

域コミュニティでも問題がある。 

 

 

○自治会への参加、鳥獣被害、空き家の３つが課題だと思う。 

 空き家を代執行したが、竹林があり、有害鳥獣の住処になっている

が、民地であり、勝手に伐採できない。 

 

○湯河原にも空き家が増加。有害鳥獣の熊による人的被害はないが電

柵、里山整備により、熊被害は減少するのではないか。 

 

○有害鳥獣、上条研修センター付近に熊が出没し、駆除したが、人命

に係る案件。 

 農地の河川が荒れている。石垣の崩落危険もある。なお、蛍生息の

関係から工事の取り組みがなかった。行政で崩落を許可している

か。行政から返事が来なくて、どうなっているか。 

 

○消防団員、入団者がなく、部長退任後も団員として在籍せざるを得

ない。団員定数の見直しはできないか。 

 

○東小学校前、除雪した雪山になっている。片側１車線の道路も確保

できない。雪山に低学年児童が登って遊ぶことから、人身事故の心

配がある。 

 ［関連意見］排雪は、除去しやすい場所から取り組んでいる感が否

めない。 

○外国人の長期泊。そのこどもは学校に行けるのか。外国人も受け入

れられる学校とすべきでは。 

 

○文化財の保存と、適正な管理がされていないのではないか。 

 

○統合小学校。統合しても、このまま人口減少が続くと、２学級が１

学級になってしまう。２０２５年の出生数、小布施町５３人山ノ内

町が３９人と逆転。 

 

○企業誘致。人口増、こども増、働く場所確保に繋がる。消防団員確

保にも影響する。若者がコミュニケーションをとれていない。町外

で仕事をしているので、現実問題で消防団員になれない。 

 

○高校やビジネススクールの誘致。北信地域では村にも高校があるが

この町にはない。必要だと思う。また、スポーツ科を含めた対応が

必要ではないか。人口増にも繋がるのでは。 

 ただし、居住場所がない。 

・外国人や移住者との共生を

考える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・行政に確認してみる。（※マ

ルナカ工務店から中島ファ

ームブドウ園地への水路） 

 

・消防防災委員会での協議が

必要。消防力の基準も関係。

議会としても考える。 

・排雪が必要。行政に確認す

る。 

 「注」１月３１日、排雪完了 

 

 

 

 

 

 

・行政にも働きかける。 

  



令和８年１月３０日（金）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 徳竹 栄子     

出た質問 対応した場合の回答内容 

○有害鳥獣対策についての現状と要望 

・電柵の周りに住んでいる人もかかわりがあるので受益者だけで

負担するのは不公平と思う。 

・あちこちに電柵があっても隙間ができて大々的に広げる必要が

ある。 

・熊の人的被害が全国的に多い中、捕まえて山へ帰したと聞く、

殺処分すべきではないか。 

○自治組織の負担軽減について関連した 1つの実例として。 

 ・脚気の湯組の人口分布を見ると 60 人の内、70 代が半分、2 つの

外湯の管理に無理がある。又、役員のなり手不足ゆえ外湯を一つ

にしたいが、分断が発生する 

   ①高齢者と若年層の分断 

   ②上の組・下の組の分断 

   ③外湯と内風呂利用の分断 

  このような状況で行政として何か対応はあるか。 

 ・民生委員、統計調査委員を探すのが困難、行政としても一緒にシ

ステムの改善や人数配分等検討してほしい。 

○５月～１１月朝６時～７時 

楓の館で朝市をしている。 

トイレを使用する場合、コンビニか駅前のトイレを使用してい

る。 

楓の湯常設の外のトイレを使用できるようにしてほしい。 

○人口減少対策について町職員の意識改革が必要ではないか。 

 ・７年５月頃「ケビンの一言いわせて」で町職員が町外に住んだほ

うが良いと言った。いかがなものか、行政として議会としてどの

様に受け止めたか。 

○消防団のなり手不足。（金安地区） 

・何年も消防団を続けていかなければならない。しかも、仕事は町

外である。行政として検討していただきたい。 

○ＤＸ推進とはどんなことか。 

○空き家対策について。 

 ・京都では、空き家にならないように、空き家にすると固定資産税

を２倍にしたとテレビ報道を見た。参考にしてほしい。 

○本会議を傍聴して感じたこと。 

 ・一般質問の登壇に対して、本人は番号・名前を言わなくてもいい

と感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観光局へ提言する。 

 

 

 

  



令和８年 1月３０日（金）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 小林 仁    

出た質問 対応した場合の回答内容 

 

○空き家対策など、過去に提言し取り上げられた施策について、その

後進展しない要因や現在の状況が分かりにくい。今後どのように対

応していくのか、町民が理解できる形で示してほしい。 

 

○議会だよりに限らず、各世代に届く媒体を活用した広報が必要では

ないか。YouTube等を活用した動画配信など、より分かりやすい情

報発信を検討してほしい。 

 

○乳幼児などの支援は一定程度整っていると感じるが、教育費など負

担が大きくなる中高生の時期においても、支援をより厚くしてほし

い。 

 

○公民館の役員など、地域における各種役職について、人口減少の現

状を踏まえ、負担軽減の観点から数を減らすなどの見直しを検討し

てほしい。 

 

○町の奨学金制度について、他の奨学金との併用ができるようにして

ほしい。 

 

○人口増加および町財政の好転を最優先課題として位置づけ、行政と

民間企業が強固に連携しながら、通年型の雇用を創出していくべき

ではないか。 

 

○ふるさと納税の返礼品を通じた地域活性化について、さらなる充実

を図るべきではないか。 

 

 

  



 

 

第１９回山ノ内町議会報告会実施結果報告書（西部会場） 

日  時 令和８年１月３１日（土）午後１７時３０分から午後１９時３４分まで 

場  所 よませふれあいセンター 

参加人数 住民参加者３４人 議員１２人 事務局 1人 

地元 

協力団体 
西部協議会、西部公民館 

議員 

役割分担 

総括責任者 塚田一男 

司会進行 塚田一男 

記録者 畔上恵子 

出席議員 畔上恵子・小林仁・志鷹慎吾・塚田一男・湯本るり子・徳竹栄子 

     高田佳久・渡辺正男・湯本晴彦・小田孝志・白鳥金次  

次第 

(担当者) 

1.開会  司会者 塚田一男 

2.あいさつ  

 （1）主催者   議長     白鳥金次 

 （2）共催者代表 西部協議会長 

3.報告事項 

 （1）議会常任委員会報告 

   ①予算決算審査委員会    小田孝志 

   ②総務産業常任委員会    湯本るり子 

   ③社会文教常任委員会    渡辺正男 

   ④広報常任委員会      髙田佳久 

   ⑤議会運営委員会（活性化） 湯本晴彦 

 （2）質 疑 

4.班別意見交換会 

  第１班 司会 渡辺正男  記録 志鷹慎吾 

  第２班 司会 塚田一男  記録 徳竹栄子 

  第３班 司会 畔上恵子  記録 小林 仁 

  第４班 司会 湯本晴彦  記録 湯本るり子 

5.班別意見発表 

6.閉会  司会者 塚田一男     

報告事項へ

の質疑 

 

なし 

 

 

意見交換会

での 

質問と回答 

 第１班 

 別紙 

 第２班 

 別紙 

 第３班 

 別紙 

 第４班 

 別紙 

 

  



令和８年１月３１日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者：  志鷹慎吾  

出た質問 対応した場合の回答内容 

○町長の 30％給与カットについて 

・任期終了までではないか 

・中途半端な時期ではないか 

○ふるさと納税、ガバメントクラウドファンディングとは 

○学校統合について 

・空き校舎の利活用は避難所にもなっているが、どうなる 

・いいづなコネクトのような活用は 

・育成会では小中の保護者が別々で会合をしているが、どこかで一緒

になるようにしてほしい 

・PTAの役は一度経験するとあとは擦り付け合ってしまう、前もって

話し合いをしてほしい 

・中学校の近くに児童クラブをつくってほしい 

・こどもの送り迎えを考えると西小がいい(児童クラブ) 

・登校手段としてスクールバスがいい 

・スクールバス・自転車・徒歩、どう考えていくか(どこで線引きな

ど) 

・長電とも話す必要があるのでは 

・低学年はいずれにしろ通学に不安である 

・熊の出没も怖い 

・車の渋滞も考えられる 

・広い駐車場は確保できるのか 

・イベントなどの際に広い駐車スペースが必要 

・冬が特に問題かも 

・ソーラー発電は反射がきつく、熱を帯びてしまう 

・住民の電気代が安くなればいい 

・停電の際に助かる 

・メガ発電はやめてほしい 

○地域の役員問題について 

・地域によっては確保ができない 

・高齢化・少子化で人がいない 

・町を出ていく若者が多い 

・消防団に何か優待制度があればいいかも(リフト券やホテル優待な

ど) 

・行政と一緒に問題を考えていきたい 

・個人情報保護法でどこに若者がいるかわからない 

・地区の役員も担い手がいない 

・何度も回ってくる 

・戻ってくるときにどこのポジションにもどすのか 

・公民館と組の役員も一緒に考えては 

○有害鳥獣対策について 

・すがかわ保育園で出没してプールが使えなかった 

・スキー場のクマ対策は 

・電柵は有効なのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ルートインホテルや紳士

服のＡＯＫＩなどの割引

もある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年 1月３１日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 徳竹 栄子    

出た質問 対応した場合の回答内容 

○消防団員不足、組織を消防部から「班」に変更しても、団員数は 

 変わらない。定数の見直しが必要では。 

 

 

○移住、少子高齢化。⇒ 区役員の受け手がない。前坂区は４３世 

            帯であり、区役員も２巡する。 

            町にも賃貸住宅を。 

 

○保健補導員会、中野市は補導員会を解散した。行政も、検診案内等 

 の郵送導入を検討すべき。 

  ［関連発言］補導員には男性もいて、男女参画に沿う。 

        健診、町民がスマホでの申し込み導入検討を。 

 

○遊休荒廃農地について 

  ①人手不足、高齢化、後継者不足。 

  ②荒れている農地は、栽培の引き受け手はいない。 

  ③横倉の上野、山田は特に顕著。議員さんにも見てほしい。 

  ④農業に係る補助金もあるが、補助金に頼らない人もいるが、 

技術面でのサポートが必要。 

  ⑤iターン、マッチングがうまく機能していない。・・・地域実 

   情をしっかり説明して、疎通を図ってほしい。 

   特に未経験者へのサポートにズレがあると思う。 

  ⑥農地のマッチング、「農地ナビ」の活用を。 

  ⑦前坂地区のワイン栽培、今後の推移を見守りたい。 

 

○農業収入保険掛け金の補助、当町の支援が他の自治体と比較して 

 低く、増やしてほしい。 

 

○総会等への首長の出席が、団体によってはこの３年間、１回もな 

く、いかがと思う。挨拶だけで退席してもよい。 

 《同意見》他に１件あり 

 

○りんご、ぶどうの加工食品検討を。（りんごジュース以外の） 

 

○各種募金、封筒に目標金額の明記はよくない。募金は任意。 

 

○前坂大根、須賀川そばまつりの薬味として活用を。 

 

○町長トップセールス、果樹のみならず、キノコにも対応を。 

 

○果樹栽培、温暖化で前坂が栽培の適地。 

・消防力の基準も関係。車両

配置にも関係し、消防防災

員会で議論すべきと考え

る。 

 

 

 

 

・議会でも検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

・管内視察等で検討する。 

 

 

・農林振興課へ確認すると

ともに議会内でも検討す

る。 

 

 

 

・他の自治体補助実態を把

握したい。 

 

 



 

令和８年１月３１日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 小林 仁     

出た質問 対応した場合の回答内容 

○議員辞職勧告決議の経緯や意味は。 

 

○ハラスメント実態調査アンケートに関する経緯や現況 

 

○議会報告会に限らず、子育て世帯や議員とのつながりが薄い人達に

向けて、議員のほうから色々な会合に出向いては。 

 

○公共事業に関する随意契約の金額をもう少し低く設定したらどう

か。 

 

○西小学校の下駄箱が錆びて劣化しており、怪我につながらないか不

安。 

 

○ふるさと納税に夜間瀬かんぱいとしても協力したいが、仲介業者を

されるに留まり、その先の協力がない。 

 

 

 



令和８年１月３１日（土）   会場名：北部・南部・東部上・東部下・西部 （該当に○） 

グループ： ① ・ ② ・ ③ ・ ④  （該当に○）  記録者： 湯本るり子   

出た質問 対応した場合の回答内容 

○横倉地区は若者が少なくなり、お祭りをやるのも大変な状況。 

○不動産屋が管理するアパートに、外国人が住んでいるが定住なの

か、別荘としているのかよくわからない、区に協力してもらえず、

移住者もいいがこれでは困る。 

○人口減少を食い止めるには、働く場所があればいいと思うが、町に

は少ない、産業振興に力を入れて雇用を生み出さなければと思う。 

○近隣ではやっていない議会報告会は、とっても良いことだと思う、

行政を身近に感じることができる。 

○ふるさと納税の一覧を見ても、農業に関する補助金が少なくなって

いるような気がする。 

○農業に関して言えば高齢化が進み、数年後には荒廃農地が増えるの

ではないかと心配、農業も法人化が必要ではないかと思う。 

○町の人口減少は心配している、高齢者が増えて医療費もだいぶ増え

ていると思う。 

○サービス付き高齢者住宅に入るには、18 万円が必要と聞く、長生

きはいいが高齢者に対してもう少し対策が欲しい。 

○最近は人との結びつきが希薄になっている感じがする、防犯・防災

も心配です、区の役員を選ぶのも大変な状況です。 

○故郷を知る、地元をよく知って、もっと町の魅力を発信することが

大事ではないか。 

○愛町精神を持ってほしい、町内に遺跡は 50 カ所以上ある、遺跡発

掘のイベントもいいと思う。 

○山ノ内町は空気はいい、食べ物はうまい、お客は来ると、今までの

山ノ内町にあぐらをかいていたのではないか、頭を下げなくてはい

けないと思う。 

○行政は観光を主軸にもっと力を入れた方がいい、地獄谷のスノーモ

ンキー・ソラテラスがあるが平和観音も観光の一つにしたらどう

か、桜を植えて花見ができるように、長野市より 1か月開花が遅い

し宣伝するといいのではないか。 

○飯山市のかまくら祭りや、菜の花まつりもメジャーになるまで時間

がかかっている、長い目で見ることも大事。 

○スキーでは白馬村、野沢温泉村が盛り上がっている、山ノ内町は取

り残されている感じがある。 

○サンクゼールの店があるがお客は入っているのか、行政が呼んだの

か。 

 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人 （人）

北部 南部 東部上 東部下 西部 第18回 比較

男 14 26 25 24 15 104 92.0% 119 △ 15

女 1 1 1 5 8 7.1% 6 2

その他（新） 1 1 0.9% 0 1

無回答 0 0 —

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 △ 12

10代 0 —

20代 1 1 0.9% 1

30代 3 5 1 9 8.0% 13 △ 4

40代 2 1 1 2 2 8 7.1% 6 2

50代 1 4 1 3 1 10 8.8% 7 3

60代 7 9 13 10 8 47 41.6% 55 △ 8

70代～ 6 10 10 5 7 38 33.6% 43 △ 5

無回答 0 0 —

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 △ 12

農林水産業 1 8 3 5 7 24 21.2% 22 2

自営業・会社経営
自由業

1 2 7 3 13 11.5% 29 △ 16

会社員・公務員
店員等

5 8 4 12 6 35 31.0% 31 4

学生 0 0

パート・アルバイト 4 1 1 1 2 9 8.0% 15 △ 6

無職 5 5 7 3 3 23 20.4% 25 △ 2

その他 3 3 1 2 9 8.0% 3 6

無回答 0 0

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 △ 12

東部 24 25 49 43.4% 68 △ 19

南部 27 1 28 24.8% 29 —

西部 20 20 17.7% 12 8

北部 16 16 14.2% 14 2

無回答 1 △ 1

町外 1 △ 1

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 △ 12

多い 1 4 6 2 3 16 14.2% 23 △ 7

適当 13 21 19 21 17 91 80.5% 85 6

少ない 2 1 1 4 3.5% 11 △ 7

望ましい定数（20人) 1 1 0.9% 1

望ましい定数（18人) 1 △ 1

望ましい定数（16人) 1 1 0.9% 2 △ 1

望ましい定数（15人) 1 1 0.9%

望ましい定数（13人) 1 △ 1

望ましい定数（12人) 1 1 3 5 4.4% 5

望ましい定数（11人) 0

望ましい定数（10人) 1 1 2 8 △ 8

望ましい定数（9人) 0 —

望ましい定数（8人) 0

望ましい定数（7人) 1 0

望ましい定数（5人) 1 1 0.9% 1

望ましい定数（10～12人) 0

無回答 1 1 2 1.8% 6 △ 4

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 △ 12

４．お住まい

５．議員定数

第19回議会報告会　参加者アンケート結果（集計表）

計

１．性　別

２．年　代

３．職　業



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人 （人）

北部 南部 東部上 東部下 西部 第18回 比較

第19回議会報告会　参加者アンケート結果（集計表）

計

多い 3 2 2 7 6.2% - -

適当 8 13 16 13 14 64 56.6% - -

少ない 6 8 9 9 4 36 31.9% - -

望ましい報酬額（50万） 1 1 0.9% - -

望ましい報酬額（30万） 1 1 0.9%

望ましい報酬額（25万） 1 1 2 4 3.5% - -

望ましい報酬額（22万） 1 1 0.9% - -

望ましい報酬額（21万） 1 1 0.9% - -

望ましい報酬額（20万） 1 1 0.9%

望ましい報酬額（15万） 1 1 2 1.8%

望ましい報酬額（10万） 1 1 2 1.8% - -

望ましい報酬額（21万～25万） 1 1 0.9% - -

望ましい報酬額（25万～30万） 1 1 0.9% - -

無回答 2 3 1 6 5.3% - -

計 16 27 25 25 20 113 100.0% - -

読んでいる 8 12 12 11 10 53 46.9% 52 1

ときどき読んでいる 8 11 12 11 6 48 42.5% 54 △ 6

ほとんど読まない 2 1 3 6 5.3% 13 △ 7

読んでいない 2 3 1 6 5.3% 4 2

無回答 2 △ 2

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 —

見ている 1 2 3 4 1 11 9.7% 9 2

ときどき見ている 4 9 8 2 4 27 23.9% 29 △ 2

ほとんど見ていない 5 6 7 6 4 28 24.8% 47 △ 19

見ていない 6 10 6 13 10 45 39.8% 39 6

無回答 1 1 2 1.8% 1 1

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 —

見ている 1 2 2 5 4.4% 4 1

ときどき見ている 2 1 4 7 6.2% 14 △ 7

ほとんど見ていない 5 9 7 3 2 26 23.0% 29 △ 3

見ていない 11 17 14 19 14 75 66.4% 77 △ 2

無回答 1 △ 1

計 16 27 25 25 20 113 100.0% 125 —

94.1% 71.1% 83.3% 92.6% 58.8% 77.4% 84.5% 15.70

17 38 30 27 34 146 148 △ 2

第１８回参加者数 13 34 34 39 28 148

（アンケート提出率）

参加者数　

６．議員報酬（新）

７．議会だより

　　８．ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

　　９．ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ



●わかりやすい街の財務状況報告。

●質問の経過についてどのような結果となったのか。

●灯油券の配布は今年はないのか。

●チョイソコ２台体制を早急にお願いしたい。

●将来的ビジョンをまず掲げること。

●予算の使い方以前にこの町の現状と問題点をまず町民と共有できていないことが大問題です。

●魅力ある山ノ内町を全国にもっと発信してほしい。

→回答：令和12年開校予定。より良い学校づくりのために準備委員会で協議しています。

●地域の意見集約について、効果的な効率の良い方策を実施してほしい。

東部上会場

●積極的、精力的に活動されていると感じました。町との適度な距離感を保ち、両輪として頑張って下

   さい。

●十数年前から、小中学校統合の話があり、いまだに実現にならず、何をやっても遅すぎます。早めに

　 実現、 実行をお願いします。

 　りに取り組んでまいります。

●行政の監視をしっかり行っていただきたい。

●他の市町村のように何かアピールするものを見つけてもらいたい。

●町長の方を見て仕事するのではなく、町民を見て仕事をしてください。

●児童手当をもっと手厚くして良いと思う。

●各家庭に町民手当を配布してほしい。（毎月）

　 できないと考えます。これは予算だけでなく、後期基本計画についても同じ問題点があり、メールに

　 て意見しましたが解決していません。

→回答：後期基本計画では横断的取り組みとして5つの重点的なポイントを整理しました。

南部会場

●犬に優しい町づくりをしてほしい

→回答：ドッグランの整備を進めております。今後も利用者の声を踏まえながら、より良い環境づく

【個別意見】

北部会場

→回答：今年は灯油券の配布はないですが、生活用品などに使える商品券ということで計画しています。

●議会報告会を催して、私たちの意見を聞いていただけるのは本当に良いと思います。

●報告書の内容、書き方に問題があると考えます。全ての意見が「点」、「縦割り」であり、その前提

　 条件、現状、その問題を相対的に判断できる状態として示されておらず、良し悪しの判断がこれでは



●人と人、人と地域の結び付きが希薄化しているのが大問題。防犯、防災、地域への誇り（愛郷心）、

  地域への居住、地域の崩壊の恐れ。

●議員さんも個人的に話せば、わかるような気がするが、なかなか話を聞いてもらえない雰囲気をか

   もし出しているようで、ひざを付け合わせて話せる機会を多くとってほしい。

→回答：今後も議会報告会など、接点を多く持てるようにしたいと思います。

●議題の数が多すぎて地域だけでは解決できない。

西部会場

●中野市との統合はしないのか。

→回答：平成15年に住民投票の結果を受け、町は自立の道を選んで今に至ります。

●議会を夕方とか、働いている人にも、参加しやすい良い議会に。

●クマ対策

●町の課題の把握とそれへの対応協議

●有害鳥獣対策を、他人事と思わず自分がこの町を守るんだという意識を持ってもらうには、どうすれ

　 ば良いか、議会で話し合ってほしい。猟友会主体の実施隊は数年後、機能しなくなる。

→回答：ぜひ猟友会さんと懇談会を開ければと思っています。

●グループ意見交換会はテーマを絞って話し合う方が、より深く討論できるのではないか。

→回答：昨年は絞ったため、意見が出にくいという声があり、広げました。より良い形を模索します。

●食物連鎖について議論していただきたい。

東部下会場

●紙も読みますが、時代はＳＮＳを主に。

→回答：議会ではYouTube配信を検討し、予算要望をしています。

●条例だけでなく、事業化、儲かることの議論を。町に金が落ちる。


